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In this research, I propose computational morphogenesis which introduced the restrictions to 
structural stability for purpose of deciding limits. A buckling load coefficient is adopted as index which 
measures structural stability. I perform computational morphogenesis using this technique and grasp the 
characteristic and tendency of a structure form which are acquired.  































































cr crP P      (1) 
また，ラチスシェルの座屈に最も関連する部材(本研究
では，圧縮応力が最大となる部材)を特定部材 ( )m とする
と，弾性座屈時の軸力 0 ( )
el
cr mN は次式で算定できる． 
0 ( ) 0 ( )
el lin
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D LD L R           (7) 
ここに， R は構造部材の耐力を， D ， L は R と同じ次
元を有する固定荷重と積載荷重それぞれに対する荷重効





 目標信頼性指標は，供用期間 50 年で破壊確率 0.62%
を想定して 2.5T  とする．また各荷重効果，部材耐力
の変動係数には，鋼構造限界状態設計指針･同解説 3)の基
本統計量の標準値より 0.10DV  ， 0.40LV  ， 0.20RV 
とする．同様に，基本値に対する公称値の比を
/ 1.0D nD  ， / 0.36L nL  ， / 1.1R nR  とすると(7)
式は以下のようになる． 




1.85R D     (9) 
よって安全係数 1.85F  となる．なお本解析ではより安


















(a) 平面図 (c) 立面図 









れ A，B とすることとする． 
 
表 1 解析条件 
初期断面 89.1 5   
ヤング率 E 2.05
8 2
10 /kN m  
目的関数 1 :f ひずみエネルギー， 2 :f 総重量 


















A による Pareto 解は座屈安全率による制約により解の取
り得る範囲が制限されたと考えられる． 
























































1 minf  2 min.A f  2 min.B f  















よる結果をそれぞれ A，B とすることとする． 
 
表 2 解析条件 
使用部材 89.1 2   
ヤング率 E 2.05
8 2
10 /kN m  
目的関数 1 :f ひずみエネルギー， 2 :f 原曲面との差 

































図 5 目的関数空間における Pareto 解の存在位置 
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1 minf  2 minA. f  2 minB. f  
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